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のは、オートレースや格闘技系ものだったが、日本の野球ゲームのソフトもレンタル屋で貸し出されている（ただし、ほとんどが不正コピーの海賊版である） 。 「ファミスタ」や「パワプロ」といった日本でも人気 あ ゲームソフトを通じて野球を知り、ルールを学んだという若者も多かった。　
そして、私の友人のなかで最も
答えの多かった野球との接点が日本の漫画であった。インドネシアでは多く 日本漫画が現地語に翻訳されて、子どもたちの間 愛読されている。 『キャンディ・キャンディ』や『ドラえ ん』にはじまり、 『名探偵コナン』 『クレヨンしんちゃん』 『ガラス 仮面』 『ナルト』 『ワンピース』 『進撃の巨人』など、人気の日本漫画をあげればきりがない。
　
インドネシア人にはなじみのな
いはずの野球漫画も翻訳出版されており、 『タッチ』 『Ｈ２』 『なんと孫六』 『ラストイニング』などが本屋の店頭には並んでいる。しかし、これらの直接的に野球を題材にした漫画でなくても、ストーリーのなかにはしばしば野球が登場する。たとえば、 『ドラえもん』のなかで、のび太が頻繁にジャイアンやスネ夫に誘わ て空き地で野球をやっているように、日本の漫画では野球がしば ば取り上げられている。インド シアの子どもたちは、漫画 なかに登場する未知のスポーツ、野球とはどのようなものな だろうかと興味を抱き、野球へ 扉を叩くのである。●アジアの野球と日本人　
いわゆる「クール・ジャパン」





球の普及・発展 支えているのは、こういった日本人である。野球場も道具もお金もないという過酷な状況で、邦人社会の支援を得ながら長年にわたって地道 活動 続けている日本の野 人こそ、 「クール・ジャパン」の代表である。（かわむら
　
こういち／アジア経
済研究所
　
東南アジアⅠ研究グ
ループ）
